
②市民に開放された水際の緑地
（協働緑化支援事業の事例）

■■工場等緑地の事例工場等緑地の事例



③企業緑地のビオトープ化（緑の質の向上）

■■工場等緑地の事例工場等緑地の事例



これまでの取り組みと背景

公害、防災対策としての工場緑地
企 業

法令・指導を受けた緑化
就業環境としての緑地
約８０ha以上 非公開

行 政
法令上の工場緑化指導
都市環境帯整備
入船公園等の整備

工場緑地を取り巻く状況の変化

企業の環境対策の質的変化
臨海部に寄せられる多様なニーズ

企 業
環境経営への移行

・企業活動への緑地の活用
・ＩＳＯ認証取得
・企業施設の市民公開

行 政
環境行動の視点の導入
・臨海部再編整備の視点
・都市再生の視点
・横浜港長期ビジョン

工場緑地（公害対策）から企業緑地（環境経営の資産）への転換
新たな視点：地域とのコミュニケーションツール、地域環境資源としての活用

こうした動きを支援することにより、京浜地区の緑の拡充を進めることができる

■■企業緑地の進化企業緑地の進化



■■モデル地区でのモデル地区での地区緑化地区緑化計画の策定計画の策定

鶴見小野・末広地区

企業との意見交換会



■■地区緑化計画からの発展地区緑化計画からの発展

末広地区では、企業と横浜市が「緑の目標」、
「緑の将来像」を共有して、「京浜の森づくり」に
参加し協働することを宣言しました。



協働緑化事業

企業が環境行動の視点から行う緑地の拡充、活用
等を横浜市との協働による緑化活動として支援しま
す。企業と横浜市が協議し、事業の内容等について
「覚書」を締結します。

①協働緑化支援事業

企業が行う協働緑化事業に対して、助成金の交付
や情報提供、助言など技術的支援を行います。

②京浜の森ロゴマーク

市民へのPRの他、企業が発行する環境報告書等
で、京浜の森づくりへの参加をアピールできます。

■■協働緑化事業と支援事業の創設協働緑化事業と支援事業の創設



北部第二水再生ｾﾝﾀｰ

港湾緑地

ふれーゆ

環境事業局
鶴見工場

北部第二
下水処理場

■■公共の緑の拡充事例公共の緑の拡充事例

ふるさとの緑植樹祭の実施（平成１６年６月）

育樹祭の様子



着実に取り組みを推進
していく

「前出以外の取り組み」

緑化技術講習会
企業緑化活動を技術面から支援

市民ボランティア講座
市民による緑地管理のリーダー
を育成

トンボはどこまで飛ぶか
プロジェクト
協働による企業緑地の環境調査

①地区内に、新たに整備

された緑地を企業との協

働による緑地とみなす特

例の検討

②事業者、市民、行政が

連携・協働して管理でき

る仕組みを構築

これまでの取り組み 新たな取り組み

■■「京浜の森づくり」今後の事業展開「京浜の森づくり」今後の事業展開



■■「京浜の森」の整備「京浜の森」の整備

平成１９年度より、生麦大黒地区から守屋恵比須
地区にかけて、高原基金から寄付を受け緑道を整備
します。この緑道は、鉄道敷跡地を活用して行いま
す。整備や管理にあたっては、次の視点で進めてい
きます。

１ 市民による植樹、育樹活動

２ 企業の協働緑化支援

３ 公有地の緑化推進



■■敷地外緑地の特例ケーススタディ敷地外緑地の特例ケーススタディ
この緑道（京浜の森）の整備・管理を企業が負担する仕組
みを構築し、敷地内の緑地として算入できるよう、検討を進め
ていく予定です。


